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【連載】 リレーエッセイ(1) おいしい本                        保育学科 髙木友子 

 

「としょかん NEWS」なので、やはり読んでく

れた人に本を手にとってほしい。「読みたくな

る」と言ったら、「おいしい本」！料理本やグル

メ本を眺めるのも悪くはないけれども、それよ

りも何よりも、食べ物がおいしそうに書かれて

いる本が「おいしい本」。食べ物がおいしそう

に書かれている本は、話も絶対おもしろい！ 

 最近おいしおもしろかったのは、ベストセラ

ーで「ランチのあっこちゃん」（柚木麻子）。ス

ペシャルカレーにスムージー・・・ランチじゃな

くて夜中に食べるポトフ・・・おいしそう～。話も

「ビタミン本」と言われるだけあって、「元気が

出る」感じ。「おいしい本」作家と言えば、今は、

小川糸かな。「食堂かたつむり」が映画化され

て代表作だけれども「あつあつを召し上がれ」

なんてタイトルから期待できる。唯一無二の

ぶたばら飯、ほろほろと煮込まれたポトフ、き

りたんぽ鍋・・・食べたいっ。「ジュージュー」は

ステーキ屋の店名がタイトル。がっつり肉を脇

役に、よしもとばなな節の家族のお話。ステー

キ屋なのだけれども、ハンバーグのイメージ

の方が強い。肉汁がじゅわ～。読んでいるだ

けで、肉の焼けるにおいが～。スイーツは「和

菓子のアンソロジー」（坂木司）。和菓子はい

まいち好きではない。食べるのは嫌いなのに

読むのは好きだったりする・・・というのも「お

いしい本」を読む醍醐味。「タルト・タタンの夢」

「ヴァン・ショーをあなたに」（近藤史恵）はビス

トロのシェフが探偵役のミステリー。出てくる

料理も謎解きもおいしい。そして、おいしい本

を書く作家は大抵おいしいものを食べている。

エッセイ「ペンギンと暮らす」（小川糸）を読む

と、あのおいしい小説の出所に納得。 

 おいしい本は読んでも太らないので、安心し

て、たっぷり読んでね。本にかきたてられた食

欲に負けなければ、ね。

 

 

 

【連載】 館長閑話(2) 本は人と人を結びつけるコミュニケーション・ツール     館長 野口周一 

 

第 99 回全国図書館大会に出席すべく、福

岡市に出張してきました。この大会が来年は

100 回目となる歴史をかさねていることはスゴ

イと思いました。 

記念講演は、日本文学者ロバート キャン

ベル氏（東京大学教授）による「過去と未来の

自分に出会えるかもしれない、究極の図書館」

でした。氏は 2011 年 3 月 11 日の東日本大震

災後の状況として、多くの被災者を受け入れ

た鳴子温泉を例にあげ、ライフラインが整うと、

次に図書館が求められたことを話され、図書

館がゆるやかなコミュニティの核となる可能性

を訴えられました。標題は氏の言葉です。 

私は「子どもと共に歩む図書館～0 歳から

小・中・高へと利用をつなげるために～」とい

う分科会に出席し、「つながる図書館、つなげ

る図書館」、「有田川町における児童サービス

と絵本による町づくり」、「他施設及びボランテ

ィアとの連携による児童サービス」、「子どもた

ちの笑顔のために～震災後の取り組みとこ

れから～」という四つの事例発表を聞きました。

四つ目の事例は、仙台市に隣接する名取市

図書館長によるもので、甚大な被害を受けた 

 

 

 

同図書館の臨時開館にいたるまでの経緯と

経過、図書館の復旧として東海大学チャレン

ジセンターのどんぐりハウスで子ども図書室

を建設し、さらにカナダの支援で大人向けの

図書室を建設――まさに涙なしには聞けない

復旧物語でした。ことに究極の状況に追い込

まれた人間が、立ち直っていく過程における

本の必要性、重要性を痛感させられました。 

地方への出張の楽しみは、その土地の料

理やお酒にもありますが、その地を語る本と

の出会いは、私にとってさらなる楽しみです。

両者がかさなると無上の喜びということになり

ます。今回は横山宏章氏の『長崎が出会った

近代中国』（海鳥社、2006 年）を購入しました。

日清戦争が勃発する 1894 年（明治 27）の八

年前――すなわち 1886 年（明治 19）に清国

の北洋艦隊が長崎に寄港、上陸した水兵と

日本の警察官が衝突したのでした。北洋艦隊

は日本への示威
じ い

行動で入港したのですが、

その後の日本はこの事件を利用しつつナショ

ナリズムを煽
あお

り、やがて黄海海戦（1894.9.17）

でその艦隊を屠
ほふ

るのでした。 

～編集後記～ 先月号より図書館長による「館長閑話」、今月号より教職員による「リレーエッセイ」の

連載を開始しました。リレーエッセイではオススメの本を紹介していただく予定です。ぜひ読書の参考

にしてください。自分も書いてみようかなと思われた方には、読書ノートがオススメです！ （担当 KT） 


